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研究成果の概要（和文）：祖父母からその子世代への育児支援に関する調査を日本およびスウェ

ーデンにおいて実施し、支援の実態および世代間の思いのずれに着目して分析をおこなった。

その結果、両国において、公的な育児支援がカバーしきれない部分を担う存在として祖父母世

代が重要な役割を果たしていることが確認された。しかしながら、祖父母が育児支援を含めて

子世代の生活に関与しようとする（せざるをえない）範囲や程度は日本の方がより大きいこと

が明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We conducted a survey on child care in Japan and Sweden. In that survey, we asked 
questions about the help for child care between the generations. We explored the 
contents of the support, the frequency of the support, and the idea of support. In Japan 
and Sweden, grandparents had played an important role. Their role was to supplement 
the public child-care support system. Japanese Grandparents, compared with the 
grandparents of Sweden, had been more deeply involved in the life of a child. 
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１．研究開始当初の背景 

従来、祖父母世代は子世代の育児の支援者
として一定の役割を果たしてきたが、三世代
同居の減少により祖父母の役割は縮小した
という見方がある。しかしながら、家族の多
様化（離婚や再婚の増加、それに伴うシング
ルペアレントやステップファミリーの増加
など）や共働き世帯の増加を受けて、公的な

育児支援がカバーしきれない部分を担う存
在として、祖父母の重要性が今以上にクロー
ズアップされる可能性が高まるという見方
も成り立つ。祖父母世代が今どのように子世
代との関係を築いているのか、その新しいス
タイルを具体的にとらえることが求められ
ている。 
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２．研究の目的 

本研究の目的は、現代社会における祖父母
世代とその子世代（孫の親世代）との関係を、
「世代間の育児支援」を軸として明らかにす
ることである。現代の祖父母世代はもはや家
族のなかだけに埋没して生きる存在ではな
く、選択的に育児支援をする存在、即ち、選
択的に世代間関係をつくる存在とみること
ができる。祖父母の多様な条件（経済的条件、
職業など）やジェンダーに即した分析により、
世代間関係がいかなる条件からいかなる影
響を受けているのかを子細にとらえること
を目指した。その際、家族の多様化および社
会福祉サービスの展開における先達である
スウェーデンとの比較、都市部と過疎地域と
の比較をおこなうことによって、日本におけ
る世代間の育児支援の状況をより鮮明に浮
かび上がらせること、それによってわが国の
世代間関係の特徴や課題をより正確に把握
することを期した。 

 

３．研究の方法 

本研究においては、日本とスウェーデンに
おいて、都市部と過疎地域の 2地域を選定し、
保育機関と学校調査にて配付調査およびイ
ンタビューをおこなうという方法を採った。
通園・通学する子どもの保護者と祖父母世代
を対象として、同一家族内の祖父母世代とそ
の子世代の関係を具体的にとらえることを
目指した。具体的には、育児支援の実態の他、
育児観、育児支援観、ジェンダー観、親子関
係観、夫婦関係観などを探った。学校調査に
おいては、通学児童本人を対象として「孫の
視点からみた祖父母」を明らかにし、祖父母
とその子世代の関係を多角的に把握した。 

 
４．研究成果 
世代間の育児支援の実態および育児支援

をめぐる祖父母と子世代、さらには孫世代の
思いのずれに着目して分析をおこなった結
果、以下の諸点が明らかになった。 
まず、国内調査から明らかになったことを掲
げる。 

(1)育児と就労の両立をするうえで子世代
から大きな期待を寄せられているのは、祖父
母や親族、配偶者、保育所や延長保育であり、
なかでも、祖父母や親族に対する期待と彼ら
が実際におこなっている支援が重要な部分
を占めている。 

(2)祖父母からの育児支援は精神的支援を
中心におこなわれており、おしゃべりを通じ
たリラックスや、干渉せずに見守るといった
対応が子世代から求められ、祖父母も、身近
な育児経験者として子世代の育児を精神的
に支えることを責務と考えている。一方、経
済的な支援では、物品面での支援が主であり、
金銭的な支援は特別な出費が必要な場合な

どに限定されている。また、日常的な支援に
おいても、日々の生活のなかでの定期的な支
援が期待されるというよりは、孫や母親が病
気の場合の看病や、夜間・休日に親が不在で
ある場合の孫の世話などのように、緊急時に
当てにできる存在として頼りにされている。 

(3)これら祖父母からの育児支援は母方中
心になされている。子世代との同居理由にお
いても、母方祖父母においては多くが「子世
代に経済的に協力するため」という理由をあ
げるのに対し、父方祖父母の場合は「子ども
が跡継ぎだから」という理由をあげる者が多
い。特に母方祖母の場合、「共働きなので、
育児を助けるため」という理由をあげる者が
祖父母 4者のなかで最も多く、母親への協力
志向が強い。日常的支援の多くは母方祖母に
よるものであり、また、精神的な支援におい
ても、母方祖母は育児に関わる具体的な相談
相手を務めている。他の祖父母 3者と比べる
と、子世代の育児により深く関わっている。 

(4)子世代は、祖父母から受ける育児支援
の現状に基本的に満足している。また、今後
も同様の育児支援のあり方が継続すること
を期待している。その際、子世代は、育児支
援をめぐる祖父母の負担感や不安を十分に
理解しているとはいえない。というのも、現
実には、祖父母は、育児支援を継続する意志
をもちつつも、自身の就労との両立や高齢化
に伴う体力低下および経済的負担に関わる
悩みを抱えているからである。また、祖父母
の経済格差が支援の格差をもたらすとの認
識も存在する。 

(5)育児支援は、子世代においては、祖父
母が「孫かわいさ」ゆえにおこなっているも
のと専ら認識されており、祖父母が現在の労
働・生活と折り合いをつけながら、子世代の
育児負担を軽減させようとして支援をして
いるという理解はあまりなされていない。従
って、子世代から祖父母への返礼は誕生祝な
どに限定されている。一方、祖父母にとって
の育児支援とは、母親の就労、母方にとって
は「娘」の職業生活を維持あるいは促進させ
ながら孫を含めた子ども家族の生活を守る
ことにある。この支援は、親子間の私的支援
としておこなわれていると同時に、公的支援
の空白を埋める社会的貢献として、すなわち
祖親期にある中高年世代の社会的責任の自
覚にも支えられたものである。祖父母におい
て、育児支援が将来の子世代による介護を保
障するものとは基本的には捉えられていな
い。 

(6)孫と祖父母の関係をみると、祖父に比
して祖母との関係が緊密である。 

(7)孫は、父方祖父母よりも母方祖父母の
方とより密接な関係性を築いている。それは、
母親が家事・育児を気安く頼める実母＝母方
祖母との日常の接触頻度が高いためと思わ



 

 

れる。この関係性の相違は孫の祖父母に対す
る意識にも影響を与えており、父方よりも母
方祖父母に対する好感度が高い。 
次いで、国内調査において得られた上記の

諸点とスウェーデンでの調査の結果を照ら
し合わせてみると、次のような点が指摘され
た。 

(1)日本とスウェーデン両国において、公
的な育児支援を補完する存在として祖父母
世代が重要な役割を果たしていることが確
認された。 

(2)スウェーデンにおいても、祖父母から
の育児支援は母方中心におこなわれる傾向
がある。母方祖母においては自身が実母の支
援を受けて育児をした経験をもつ者が多く
みられ、育児支援における母系のつながりの
存在が示唆される。 

(3)日本の祖父母と比較すると、子ども一
家の幸せのために尽くしたいというよりも、
子世代や孫世代と楽しく交流したいとの思
いが主であり、「自分がその交流を楽しめる
か」という点が重視されている。 

(4)スウェーデンでは、育児において親が
すべきことと祖父母など親以外がしてもよ
いことが区別されており、祖父母は育児の周
辺のことを手伝うだけという認識が強い。日
本のように、子世代の育児により深く関わる
ことで子世代一家との関係が強くなり、その
ことが祖父母に安心感や充実感を与えてい
る例は多くはない。 

(5)支援意識や支援スタイルの違いは主に
個人の条件（経済的条件、地理的条件など）
やもともとの親子の親密度に因るもので、母
方と父方の違いについては日本のように明
確なものはみられない。祖父母が育児支援を
含めて子世代の生活に関与しようとする（せ
ざるをえない）範囲や程度は日本の方がより
大きい。 
 近年は、近隣に居住しながら祖父母世代と
その子世代が支え合うスタイルの増加傾向
が指摘されている。今後は、家族関係をめぐ
るこうした流れを見据えながら、世代間の育
児支援の問題（公的な育児支援が充実してい
けば世代間の育児支援は減るのか、親族ケア
の質がよいと考えられているならば減るこ
とはないのか。祖父母のライフスタイルはど
のように変容していき、それに伴って、可能
な支援のありようはどのように変化するの
か。そのとき、両世代の経済的背景はどのよ
うに影響するのか、など）を検討していく必
要があろう。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 

〔雑誌論文（査読なし報告書）〕（計７件） 

1.野崎剛毅、スウェーデンの移民事情、小野
寺理佳編著『スウェーデンにおける移民の保
育と住民自治』（世代間関係・研究報告書
no.2）、2012 年、1-6p. 
2.小内透、移民の保育からみたスウェーデン
の多民族社会、小野寺理佳編著『スウェーデ
ンにおける移民の保育と住民自治』（世代間
関係・研究報告書 no.2）、2012 年、7-26p. 
3.小内純子、スウェーデン中北部・イェムト
ランド県における住民組織と住民自治～オ
ーレコミューン・クビッツレ集落を事例に～、
小野寺理佳編著『スウェーデンにおける移民
の保育と住民自治』（世代間関係・研究報告
書 no.2）、2012 年、27-42p. 
4.新藤慶、保護者からみた世代間の育児支援、
小野寺理佳編著『「世代間の育児支援」から
みた祖父母とその子世代の関係』（世代間関
係・研究報告書 no.1）、2011 年、7-39p. 
5.品川ひろみ・野崎剛毅、孫世代からみた世
代間の育児支援、小野寺理佳編著『「世代間
の育児支援」からみた祖父母とその子世代の
関係』（世代間関係・研究報告書 no.1）、2011
年、41-53p. 
6.小野寺理佳、祖父母からみた世代間の育児
支援、小野寺理佳編著『「世代間の育児支援」
からみた祖父母とその子世代の関係』（世代
間関係・研究報告書 no.1）、2011 年、55-85p. 
7.小野寺理佳、祖父母世代の育児支援意識―
祖父母世代への追加調査から―、小野寺理佳
編著『「世代間の育児支援」からみた祖父母
とその子世代の関係』（世代間関係・研究報
告書 no.1）、2011 年、87-130p. 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者    
小野寺 理佳(ONODERA  RIKA) 
名寄市立大学 保健福祉学部 教授  
 研究者番号   80185660 
(2)研究分担者    なし 
(3)連携研究者 
小内 純子(ONAI  JUNKO)  
札幌学院大学 社会情報学部 教授 
小内 透(ONAI  TORU) 
北海道大学 大学院 教育学研究院 教授 
品川 ひろみ(SHINAGAWA  HOROMI) 
札幌国際大学短期大学部 幼児教育保育学
科 教授 
野崎 剛毅(NOZAKI  YOSHIKI) 
國學院大學北海道短期大学部 幼児・児童教
育学科 准教授 
新藤 慶(SHINDOU  KEI) 
群馬大学 教育学部 准教授 
 
 
 
 


